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 ２０１６年０６月０４日（土）１３時より青年婦人部の次世代学習

会が波止場会館で行われました。各加盟組合から男女４２名の参加と

なり、学習会のテーマ「ライフプラン」について学びました。 

冒頭、主催者を代表し、諏訪部長は「ここで学んだことをしっかりと

職場に持ち帰り、働く仲間に伝えてほしい」と述べました。 

県連を代表して、高橋県連副執行委員長より、激励と感謝のあいさつ

がされ、全労済神奈川県本部より山崎次長より、熊本地震による九州

地方の被災対応について「全労済全地域から、現地に入っている」と

報告されました。 

 

 

 

今回の講師については、全労済神奈川県本部の計ら

いで、宮越 肇（ＦＰユニオン・代表取締役）氏を講師

にお招きしました。宮越氏は、メディアにも多く取り

上げられた経歴の持ち主。また多くの労働組合の顧問

ＦＰとしてセミナー、個別相談、組合財務相談、団体・

企業内保障の充実化、組合ＨＰの制作など、労働組合

を横断的にサポートしています。 

 

 

 

 宮越氏は「ライフプランとは面倒だけど、たった一度の見直しで大きく変わる、将来心配なく生きてい

くためには、必要なお金をしっかり準備できるファイナンシャル・プランニングが必要。」と前段で話が

ありました。「仮に毎月 3,000 円の拠出が必要とするならば、食費や友好費から拠出を毎月するのがいい

のか？それとも、たった 1 回の保険の見直しで 3,000 円が拠出できれば、後は何もしなくても良い。た

とえ見直しで 2,000 円だったとしても無駄な保険料を払うほどもったいな事はない。」と詳しく説明をい

ただきました。 



また、民間の生保と団体共済の違いを詳しく説明され、とりわけ『運輸労連新ねんきん共済』の『税適

プラン』について「定年退職後、公的年金を補い生活を充実させることができるプランだが途中解約もで

きる優れもの。損益分岐点も 4 年 10 カ月には支払い掛け金を上回る利率で運用している。運輸労連が全

労済と協定を結び運用しているが、詳しく目を通したことがあるだろうか？少ない掛け金で大きな保障

が得られる団体生命共済を今一度確認してほしい。」と述べています。さらに、「限られた賃金から、家計

を見直すことも必要だ」と可処分所得を上げることの必要性を述べました。生活費の固定費削減が月５

千円削減できれば５千円のベアになる。ものは言いようだが、そんな風に考え資産運用に当てはめる事

もできるわけである。２時間の講義で参加者からも多くの質問があり、大変充実した学習会でした。 

 

 


